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第
二
十
四
回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

横
田

恭
三

十
一
月
九
日
・
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
第
二
十
四
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
二
〇
名
を
超
え
る

参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご
参
集
く
だ
さ
っ
た
方

々
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
で
は
、
例
年
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る

総
会
・
研
究
発
表
の
ほ
か
に
、
講
演
会
「
文

字
統
一
と
秦
漢
の
史
書
」
と
特
別
鑑
賞
会

「
日
中
新
発
見
の
拓
本
・
肉
筆
展
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
前
者
は
、
本
年
度
か
ら

会
員
と
な
ら
れ
た
大
西
克
也
氏
（
東
京
大

学
大
学
院
教
授
）
を
お
迎
え
し
、
最
新
の

出
土
資
料
を
も
と
に
新
知
見
を
披
瀝
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
講
演
の
内
容
は
、

①
文
字
統
一
の
本
質
は
用
字
法
の
統
一

で
あ
っ
た
こ
と
。
②
そ
の
基
準
は
史
（
書
記

官
）
が
使
用
し
た
規
範
的
な
隷
書
、
即
ち

「
史
書
」
で
あ
っ
た
こ
と
。
③
統
一
の
記
念

と
し
て
「
泰
」
と
い
う
字
が
「
大
」
に
代
え
て
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使
用
さ
れ
た
こ
と
。
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。
当
日
の
講
演
録
を
次
号
の
研

究
誌
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
当
日
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
会
員
諸
氏
は
、
ご
一
読
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
者
の
特
別
鑑
賞
会
は
、
本
学
書
道
教
室
に
有
孔
ボ
ー
ド

を
運
び
込
み
、
新
出
土
の
拓
本
（
大
東
文
化
大
学
蔵
［
西
林
昭
一
元
理
事
長
寄
贈
拓
…

当
時
、
中
国
歴
史
博
物
館
研
究
員
で
あ
っ
た
史
澍
青
氏
が
西
林
元
理
事
長
の
為
に
記
し

た
跋
文
も
含
ま
れ
る
］
十
一
本
、
淑
徳
大
学
蔵
十
六
本
、
個
人
蔵
三
本
）
と
未
発
表
の

手
鑑
『
翰
墨
城
』（
個
人
蔵
…
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
品
と
同
名
）
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

大
会
第
二
日
目
に
は
、
小
川
博
章
氏
（
淑
徳
大
学
教
授
）
と
高
城
弘
一
氏
（
大
東
文
化

大
学
教
授
）
よ
り
、
中
国
の
拓
本
と
日
本
の
手
鑑
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
分
ず
つ

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
な
し
で
直
に
参
観
し

て
い
た
だ
い
た
た
め
、
新
た
な
発
見
や
感
動
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
研
究
発
表
は
第
一
日
目
に
二
本
、
第
二
日
目
に
六
本
、
計
八
本
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
墓
誌
に
関
す
る
も
の
一
本
、
書
論
に
関
す
る
も
の
一
本
、
空
海
の

書
に
関
す
る
も
の
二
本
、
仮
名
に
関
す
る
も
の
三
本
、
印
章
に
関
す
る
も
の
一
本
で
し

た
。
都
心
で
の
開
催
と
し
て
は
発
表
数
が
や
や
少
な
い
印
象
で
す
が
、
発
表
後
の
質
疑

応
答
は
い
ず
れ
も
熱
の
入
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
研
究
発
表
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
送
付
さ
れ
た
大
会
レ
ジ
ュ
メ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧

下
さ
い
。

昨
年
度
の
別
府
大
会
は
、
荒
金
大
琳
氏
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
大
変
な
「お
・も
・て
・な
・

し
」
を
受
け
ま
し
た
。
一
方
、
本
学
は
専
任
教
員
ひ
と
り
、
か
つ
院
生
も
い
な
い
と
い
う
状

況
の
た
め
、
発
想
を
逆
転
さ
せ
、
「
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
」
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
今
後
、
同
様
な
環
境
の
大
学
が
比
較
的
安
心
し
て
引
き
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
い

う
こ
と
も
念
頭
に
置
い
た
か
ら
で
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
さ
い
わ
い
な
こ
と
に
本
学
の
書

道
部
員
が
土
曜
日
第
三
限
ま
で
授
業
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
日
の
展
示
か
ら
日

曜
日
の
後
片
付
け
ま
で
総
力
を
挙
げ
て
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
幹
事
役
員
の
強

力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
何
と

か
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改
め
て
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
第

回
大
会
運
営
委
員
長
）
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( 2 )

第
９
回

学
生
・
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
会
報
告

国
内
局

去
る
６
月

日
（
日
）
、
大
阪
教
育
大
学
天
王
寺
キ
ャ

23

ン
パ
ス
西
館
に
お
い
て
、
「
第
９
回
学
生
・
若
手
の
会
員
に

よ
る
研
究
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

根
來
孝
明
氏
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
中
学
高
等
学

校
非
常
勤
講
師
）
に
よ
る
「
良
寛
の
書
法
と
そ
の
評
価
に

つ
い
て
」の
意
欲
的
な
発
表
と
、
〈若
手
研
究
者
の
研
究
紹

介
〉
と
し
て
、
尾
川
明
穂
氏
（
安
田
女
子
大
学
助
教
）
に

よ
る
「
董
其
昌
書
論
に
着
目
し
て
き
て
」
と
い
う
研
究
報

告
が
行
わ
れ
た
。
研
究
報
告
で
は
、
研
究
着
手
の
段
階
も

含
め
た
丁
寧
な
報
告
を
き
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
研

究
を
は
じ
め
る
学
生
に
と
っ
て
も
益
す
る
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
。

後
半
の
意
見
交
換
会
で
は
、
「
あ
な
た
（
私
）
に
と
っ
て

の
書
の
魅
力
」
と
題
し
て
、
書
き
手
の
立
場
、
見
る
立
場
、

教
え
る
立
場
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
書
の
魅
力
を
探

り
、
こ
れ
か
ら
の
書
芸

術
・
書
教
育
を
考
え
る

意
見
交
換
の
場
と
な

り
、
そ
れ
ら
を
共
有
で

き
た
こ
と
は
、
大
き
な

成
果
で
あ
っ
た
。
今
回
の

会
場
が
関
西
圏
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
参
加
者

は
役
員
含
め
て

名
と

27
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や
や
少
な
め
で
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
た
。

［次
回
「
研
究
発
表
会
」
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
］

例
年
６
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
る
「
学
生
・
若
手
の
会
員

に
よ
る
研
究
発
表
会
」
に
つ
い
て
、
平
成

年
度
は
、
９
月

26

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
本
大
会
（
於
花
園
大
学
）
と

比
較
的
接
近
し
て
い
る
た
め
、
休
止
と
致
し
ま
す
。
大
学

院
生
、
ま
た
は
若
手
で
発
表
を
検
討
中
の
会
員
の
方
々

は
、
ぜ
ひ
本
大
会
で
の
発
表
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。
大
会
発
表
者
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
関
し
て
は
、
次
号
会

報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
案
内
を
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

第

回

会
員
の
た
め
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
報
告

国
内
局

10

平
成

年

月

日
（
土
）

時
半
よ
り
、
東
京
・
畠

25

11

30

10

山
記
念
館
に

お
い
て
、
会
員

の
た
め
の
鑑
賞

セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
。

今
回
で
10

回
目
と
な
る

鑑
賞
会
は
、
同

館
が
７
年
ぶ
り

に
書
を
テ
ー
マ

に
し
た
企

画

展
「
書
の
美
―

畠山記念館・鑑賞セミナー風景

和
歌
の
こ
こ
ろ
・
禅
の
こ
こ
ろ
」
（
会
期

月
５
日
～

月

10

12

日
）
に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
会
本
大

15会
で
の
緊
急
告
知
と
な
り
参
加
者
数
が
心
配
さ
れ
た

が
、
国
宝
「
離
洛
帖

藤
原
佐
理
筆
」
が
特
別
展
示
中

と
あ
っ
て
、
定
員
を
上
回
る

名
が
つ
め
か
け
た
。

26

参
加
者
は
、
各
自
展
示
室
に
て
日
中
の
墨
跡
や
平

安
・
鎌
倉
の
古
筆
の
名
品
を
堪
能
し
、
季
節
の
茶
器
の

取
り
合
わ
せ
と
と
も
に
茶
の
湯
の
書
を
鑑
賞
す
る
と
い

う
貴
重
な
機
会
を
得
た
後
、
同
館
講
堂
に
て
本
学
会

員
３
名
に
よ
る
特
別
解
説
を
聴
講
し
た
。

ま
ず
、
同
館
学
芸
課
長
の
水
田
至
摩
子
氏
よ
り
、
同

館
の
歴
史
お
よ
び
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
と
同
館
な
ら
で

は
の
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い

て
、
同
館
学
芸
員
の
柳
田
さ
や
か
氏
は
、
「
藤
原
佐
理

筆
「
離
洛
帖
」
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
作
品
の
基
本
情
報

と
伝
来
事
情
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
最

後
に
帝
京
大
学
専
任
講
師
の
福
井
淳
哉
氏
は
、
「
藤
原

佐
理
と
平
安
時
代
の
書
―
三
跡
と
和
様
書
道
の
確
立

―
」
と
題
し
て
、
藤
原
佐
理
の
筆
跡
と
日
中
の
遺
品
と

の
共
通
点
を
指
摘
し
な
が
ら
佐
理
の
書
を
紹
介
し
た
。

今
回
は
午
前
の
開
催
と
あ
っ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
前
後
に

自
由
に
見
学
の
時
間
を
も
て
た
こ
と
で
、
参
加
者
各
自

が
納
得
い
く
ま
で
作
品
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
特
別
解
説
で
は
、
展
覧
会
や

離
洛
帖
に
関
連
す
る
話
題
が
提
供
さ
れ
、
節
目
と
な

る

回
目
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

10



( 3 )

活
動
報
告

国
際
局

国
際
局
か
ら
は
、
一
つ
だ
け
関
連
事

業
と
い
う
形
の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
『
会
報
』
第
25

号
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
い

た
し
ま
し
た
「
講
演
会
に
つ
い
て
」
で
す
。

大
東
文
化
大
学
書
道
学
会
が
台
湾

大
学
芸
術
研
究
所
教
授
・
傅
申
先
生

を
招
聘
し
、
平
成

年
７
月

日

25

13

（
土
）
午
後
、
ご
講
演
「
日
本
残
巻
本
よ

り
〈
故
宮
本
自
叙
帖
〉
が
北
宋
影
写
本

で
あ
る
こ
と
の
確
認
」
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
学
内
外
よ
り
三
百

人
以
上
の
聴
講
を
賜
り
、
盛
況
で
あ
り

ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

活
動
報
告

編
集
局

本
年
度
も
、
編
集
局
の
主
た
る
任

務
は
、
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』

の
編
集
で
し
た
が
、
例
年
通
り
中
村
、

鍋
島
、
下
田
が
中
心
と
な
っ
て
作
業
に

あ
た
り
、
査
読
に
当
た
ら
れ
た
先
生
方

を
は
じ
め
、
関
係
諸
氏
の
協
力
を
得

て
、
第

号
を
刊
行
す
る
こ
と
が
出
来

23

ま
し
た
。
印
刷
・
製
本
業
務
に
つ
い
て

は
、
前
号
か
ら
新
た
に
株
式
会
社
報
光

社
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
号
に
お
い
て
も
同
社
に
業
務
を

委
託
し
た
結
果
、
今
年
度
予
算
の
報

告
に
も
あ
る
通
り
、
予
算
面
で
も
ほ
ぼ

昨
年
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

第

号
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
訂
正

23

す
べ
き
誤
植
箇
所
の
指
摘
を
読
者
か
ら

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
誤
植
に
限
ら

ず
、
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

中
村
宛
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は
学
会
誌
奥

付
の
「
編
集
局
か
ら
の
お
願
い
」
の
欄
に

記
載
）
に
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
編
集
局
の
仕
事
全
体
に
関

す
る
ご
要
望
で
も
結
構
で
す
の
で
、
メ

ー
ル
に
て
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

な
お
、
次
年
度
の
第

号
へ
の
投
稿

24

締
め
切
り
は
平
成

年
３
月
末
日
で

26

す
。
投
稿
予
定
者
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
の
「
投
稿
規
定
」
を
熟
読
の

上
、
規
定
に
則
っ
て
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。

活
動
報
告

学
術
局

［
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
に
つ
い
て
］

昨
秋
刊
行
さ
れ
ま
し
た
学
会
誌
『
書

学
書
道
史
研
究
』

号
に
つ
い
て
、
前

23

号
同
様
、
半
年
後
の
本
年
４
月
中
に
Ｊ

―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）
に

登
載
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
公
開
時
に
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

［東
洋
学
・ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
］

書
学
書
道
史
学
会
な
ど
三
十
四
の

正
会
員
学
協
会
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の

三
学
会
か
ら
成
る
右
記
協
議
会
の
平

成

年
度
総
会
が
、

月

日
（
土
）

25

12

14

に
東
京
大
学
法
文
二
号
館
で
開
催
さ

れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
洋
学
・
ア
ジ
ア

※

号
以
前
は
す
で
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

22

研
究
の
新
た
な
振
興
を
め
ざ
し
て
」
（
本

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
既
報
）
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告

研
究
局

平
成

年
度
特
定
領
域
研
究
促
進

25

助
成
金
制
度
の
応
募
件
数
は
一
件
で

し
た
が
、
審
査
の
結
果
、
採
択
が
見
送

ら
れ
ま
し
た
。
平
成

年
度
の
採
択
者

24

の
計
画
は
順
調
に
遂
行
さ
れ
、
規
程
に

し
た
が
っ
て
、

月

日
（
日
）
の
大
会

11

10

で
口
頭
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
制
度
の
現
行
応
募
計
画
書
様
式

に
つ
い
て
、
記
述
ス
ペ
ー
ス
を
縮
小
す
る

な
ど
応
募
し
や
す
く
す
る
簡
素
化
の

方
針
を
常
任
理
事
会
で
諮
り
、

月
９

11

日
（
土
）
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
な
様
式
に
つ
い
て
は
な
お

検
討
中
で
す
が
、
平
成

年
度
募
集

27

か
ら
様
式
を
簡
略
化
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
平
成

年
度
の
応
募
期
間

26

は
平
成

年
６
月
１
日
（
日
）
か
ら
６
月

26

３
日
（
火
）
で
、
応
募
計
画
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
期
間
は
、
平
成

年
４
月
１
日

26

（
火
）
か
ら
５
月
末
日
で
す
。
学
生
会
員

の
応
募
も
可
能
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
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鶴
田
一
雄
先
生
と
の
お
別
れ

角
田

勝
久

恩
師
鶴
田
一
雄
先
生
は
、
去
る
九
月
十
九
日
午
後
一
時
四
十
二
分
に
新

潟
市
内
の
病
院
で
ご
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
る
三
週
間
前
に
体
調

不
良
で
急
遽
入
院
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
時
回
復
さ
れ
て
「
す
ぐ
退
院
し
て
頑

張
る
よ
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
お
言
葉
も
空
し
く
、
容
態
が
急
変
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
旅

立
た
れ
ま
し
た
。
関
係
者
一
同
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
病
名
は
癌
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
入
院
さ
れ
る
ま
で
一
切
自
覚
症
状
は
な
か
っ
た
と
お
聞
き

し
て
い
ま
す
。
先
生
、
享
年
六
十
一
歳
、
極
め
て
早
す
ぎ
る
旅
立
ち
と
な
り
ま

し
た
。

先
生
は
西
林
昭
一
先
生
の
ご
門
下
と
し
て
永
く
研
鑚
を
積
ま
れ
、
中
国
書

道
史
お
よ
び
書
論
の
研
究
を
専
門
領
域
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
学
会
の
理

事
を
永
年
務
め
る
な
ど
、
そ
の
力
量
を
『
書
学
書
道
史
研
究
』
を
は
じ
め
と
す

る
学
術
誌
等
に
、
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
作
品
制
作
の
面

で
も
毎
日
書
道
展
や
東
京

書
道
会
展
の
ほ
か
、
毎
年

一
月
初
旬
に
は
東
京
の
八

重
洲
画
廊
で
の
俟
清
社
展

へ
作
品
を
発
表
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
先
生
は
、
研
究
と
制

作
の
両
面
か
ら
書
を
追
求

在りし日の鶴田一雄先生（於北京）

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

先
生
は
、
も
と
も
と
新
潟
の
方
で
は
な
く
、
長
崎
県
佐
世
保
市
が
ご
出
身

で
し
た
。
大
東
文
化
大
学
の
大
学
院
を
修
了
後
、
埼
玉
県
内
の
県
立
高
校
に

教
諭
と
し
て
奉
職
さ
れ
て
、
昭
和
六
十
年
に
新
潟
大
学
に
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
な
に
よ
り
温
厚
で
面
倒
見
の
よ
い
ご
性
格
か
ら
、
ほ
ど
な
く
本
学
へ
溶
け

こ
ま
れ
て
い
か
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
お
人
柄

に
よ
り
、
大
学
付
属
幼
稚
園
の
園
長
や
、
教
育
学
部
の
副
学
部
長
と
い
う
重

要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
職
員
の
圧
倒
的
な
支
持
の
も
と
、
ご
選
出
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
と
得
心
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

偉
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
が
一
切
な
い
先
生
で
し
た
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
学

生
た
ち
と
の
距
離
も
、
極
め
て
近
い
と
こ
ろ
に
お
ら
れ
ま
し
た
。
時
々
、
学
生

た
ち
と
連
れ
立
ち
、
展
覧
会
に
出
か
け
る
先
生
の
お
姿
が
、
今
も
目
に
浮
か

び
ま
す
。
ま
た
、
酔
い
に
ま
か
せ
た
学
生
が
、
突
然
、
先
生
の
ご
自
宅
へ
押
し
か

け
た
と
い
う
話
も
仄
聞
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
は
こ
う
し
た
学
生
た
ち
と
の

交
流
を
本
当
に
心
か
ら
楽
し
ん
で
お
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

一
方
、
ち
ょ
っ
と
休
み
が
ち
な
学
生
に
は
、
先
生
が
直
接
に
お
声
を
か
け
ら

れ
、
研
究
室
で
よ
く
話
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
生
の
き

め
細
や
か
な
ご
指
導
の
賜
に
よ
り
、
救
わ
れ
た
学
生
も
か
に
り
多
く
い
た
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

先
日
、
四
十
九
日
の
法
要
が
行
わ
れ
、
ご
自
宅
へ
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
霊
前
で
「
こ
れ
か
ら
は
本
気
で
頑
張
り
な
さ
い
」
と
、
先
生
か
ら
最

後
の
ご
指
導
を
い
た
だ
く
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
今
の
私
に
は
先
生
の
ご
意

志
を
胸
に
受
け
と
め
、
精
進
す
る
よ
り
残
さ
れ
た
道
は
な
い
の
だ
と
、
改
め
て

思
い
至
り
ま
し
た
。
鶴
田
一
雄
先
生
、
こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ど
う
か
安
ら
か
に
お
や
す
み
く
だ
さ
い
。

合

掌
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日
本
書
論
は
い
つ
か
ら
〈
秘
伝
書
〉に
な
っ
た
の
か

永
由

徳
夫

私
の
関
心
事
の
一
つ
に
、
「
日
本
書
論
は
〈
秘
伝
書
〉
か
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
確

か
に
辞
典
類
を
繙
く
と
、
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
『
才
葉
抄
』
『
入
木
抄
』
等
に
対
し
て
は
、

概
ね
「
書
式
故
実
を
述
べ
、
家
の
書
を
論
ず
る
に
止
ま
る
秘
事
相
伝
の
書
」
と
い
っ
た

捉
え
方
が
通
行
し
て
い
る
。
だ
が
、
中
古
・
中
世
の
日
本
人
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
カ
ク

ス
コ
ト
」
「
秘
説
」
と
い
っ
た
謂
い
と
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
「
秘
伝
」
の
語
に
懐
く

漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
に
は
、
少
し
く
差
異
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

現
代
の
感
覚
を
そ
の
ま
ま
往
時
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
、
些
か
危
う
い
。
た
と
え

ば
、
何
故
か
の
有
名
な
『
風
姿
花
伝
』
を
は
じ
め
、
〈
秘
伝
書
〉の
多
く
は
、
今
日
に
至

る
ま
で
伝
存
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
「秘
」
す
る
こ
と
、
少
し
言
葉
を
加
え
る
な
ら

ば
、
「
秘
」
す
る
形
を
取
る
こ
と
が
、
実
は
結
果
と
し
て
後
世
に
伝
え
遺
す
最
大
最

良
の
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
秘
す
る
と
こ
ろ
の
美
」
は
、
日
本
古
来
の
特
性

と
し
て
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
美
意
識
と
い
っ
て
よ
い
。
か
か
る
日
本
人
の
思

想
性
・
精
神
性
は
、
そ
の
時
代
時
代
の
要
請
の
中
で
誕
生
し
、
よ
り
深
く
醸
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
伝
え
遺
す
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
保
存
の
た
め

の
機
器
に
恵
ま
れ
て
い
る
今
日
の
私
た
ち
よ
り
も
、
往
時
の
日
本
人
の
方
が
、
よ
り

強
い
飢
餓
感
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
多
く
の
古
筆
切
に
接
す
る
た
び
、
ど
う
し

て
歌
の
途
中
で
裁
断
す
る
の
か
、
せ
め
て
和
歌
一
首
、
区
切
り
の
良
い
所
で
…
と
つ

い
そ
う
思
っ
て
眺
め
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
已
む
に
已
ま
れ
ぬ
事
情
の
中
で
、
そ
れ
が

仮
に
本
意
で
な
い
と
し
て
も
、
是
が
非
で
も
己
が
掌
中
の
珠
と
し
て
、
大
切
に
後
々

ま
で
伝
存
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
勝
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

閑
話
休
題
、
中
古
か
ら
近
世
に
亙
る
長
き
歳
月
に
お
い
て
、
日
本
書
論
は
故
実
・

作
法
を
述
べ
た
〈
秘
伝
書
〉
で
あ
る
、
と
一
括
り
に
し
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
時
々
の
書

芸
術
観
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
少
な
く
と
も
中
古
・
中
世
の
主
要
書
論

は
、
当
時
の
社
会
と
文
化
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
成
立
し
た
、
謂
わ
ば
「
書
の
古

典
籍
」
で
あ
る
。
こ
の
延
長
上
に
近
世
書
論
は
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
の
は
「
入
木
道
」
で
あ
る
。
「
入
木
」
の
語
は
、
王
羲
之
の
「入
木
三
分
」
の
故
事
に

基
づ
き
、
筆
力
が
沈
着
勁
健
な
様
を
い
う
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で

は
、
手
習
い
、
書
道
の
意
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
た
。
古
く
は
『
本
朝
文
粋
』
『
台
記
』

等
に
見
え
、
『
才
葉
抄
』
『
入
木
抄
』
で
は
、
書
道
の
異
称
と
し
て
「
入
木
道
」
が
用
い

ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
た
と
え
ば
持
明
院
流
当
主
が
自
流
関
連

の
書
名
に
、
『
入
木
道
秘
伝
』
『
入
木
道
相
伝
事
』の
よ
う
に
「
入
木
道
」
を
冠
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
書
道
の
単
な
る
異
称
で
は
な
く
、
「
秘
伝
と
し
て
の
書
式
故
実
を
重

ん
じ
る
流
儀
書
道
」と
い
う
限
定
し
た
意
味
合
い
に
変
容
し
て
い
く
。

で
は
何
故
、
日
本
書
論
全
般
が
〈
秘
伝
書
〉と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。
そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
唐
様
の
隆
盛
な
ら
び
に
中
国

書
論
の
受
容
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
世
書
論
は
、
流
儀
書
道
を
標
榜
し
た
和
様
書
論

と
中
国
書
論
の
摂
取
に
努
め
た
唐
様
書
論
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
唐
様
書
論
が

『
説
文
解
字
』
を
筆
頭
に
、
『
書
断
』
『
書
譜
』
『
東
坡
題
跋
』
『
山
谷
題
跋
』
等
を
頻
繁

に
引
用
し
て
談
論
風
発
の
様
を
呈
し
た
こ
と
は
、
縷
々
継
承
さ
れ
て
き
た
「
書
流
」

の
存
続
に
危
機
感
を
も
た
ら
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。
時
に
い
っ
そ
う
「
流
儀
書
道
」
を
標
榜

す
る
こ
と
と
な
り
、
和
様
書
論
の
硬
直
化
・
形

式
化
を
招
い
た
。
そ
の
こ
と
が
、
私
た
ち
の
「
日

本
書
論
観
」
に
想
像
以
上
に
大
き
な
影
を
落

と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
後
、
周
辺

の
学
問
領
域
も
含
め
て
精
査
す
る
こ
と
で
、

「
日
本
書
論
は
〈
秘
伝
書
〉
で
あ
る
」
と
い
う
従

来
の
固
着
化
し
た
捉
え
方
は
修
正
さ
れ
て
い

く
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
、
熟
々
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。

『才葉抄』が口伝されたという高野山（金剛峯寺正門）
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平
成

年
度
「
総
会
」
報
告

事
務
局

25

平
成

年

月
９
・

両
日
、
跡
見
学
園

25

11

10

女
子
大
学
・
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館
４
階
Ｍ
２

４
０
９
教
室
で
開
催
さ
れ
た
「
第

回
大
会
」

24

の
初
日
冒
頭
、
例
年
通
り
本
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
大
野
修
作
理
事
の
司
会
で
、
ま
ず

澤
田
雅
弘
副
理
事
長
に
よ
る
開
催
の
辞
、
小

仲
信
孝
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
長
に
よ

る
開
催
大
学
代
表
挨
拶
、
大
橋
修
一
理
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、
荒
金
信
治
諮
問
委
員
を
議

長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
以
下
の
議
事

及
び
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
議
事
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

〈議

事
〉

▽
平
成

年
決
算
事
業
報
告
案
（鈴
木
事
務
局
長
）

24

▽
平
成

年
決
算
案
監
査
報
告
（名
児
耶
監
事
）

24

▽
平
成

年
予
算
事
業
計
画
案
（鈴
木
事
務
局
長
）

25

〈報

告
〉

▽
編
集
局
報
告
（中
村
編
集
局
長
）

▽
学
術
局
報
告
（森
岡
学
術
局
長
）

▽
国
際
局
報
告
（大
橋
理
事
長
・代
理
）

▽
国
内
局
報
告
（横
田
国
内
局
長
）

▽
研
究
局
報
告
（澤
田
研
究
局
長
）

▽
会
報
委
員
会
報
告
（高
城
会
報
委
員
長
）

〈連

絡
〉

▽
大
会
日
程
等
説
明
（横
田
開
催
運
営
委
員
長
）

▽
事
務
連
絡
（鈴
木
事
務
局
長
）

平成24年度 会計決算報告書 平成25年度 会計予算報告書

項 目 決 算 額 項 目 予 算 額

収 個人会員会費 3,289,000 収 個人会員会費 3,000,000

入 団体賛助会費 450,000 入 団体賛助会費 100,000

の その他の収入 268,130 の その他の収入 300,000

部 前年度繰越金 4,572,097 部 前年度繰越金 6,175,393

合 計 8,579,227 合 計 9,575,393

編 集 局 経 費 546,525 編 集 局 経 費 600,000

国 際 局 経 費 10,000 国 際 局 経 費 300,000

国 内 局 経 費 282,000 国 内 局 経 費 600,000

学 術 局 経 費 2,315 学 術 局 経 費 200,000

支 研 究 局 経 費 10,000 支 研 究 局 経 費 500,000

《会報》編集委経費 0 《会報》編集委経費 200,000

ホームページ委経費 0 ホームページ委経費 200,000

事 務 局 経 費 事 務 局 経 費

出 謝金手当 0 出 謝金手当 200,000

会議費 86,280 会議費 300,000

荷造送料 307,228 荷造送料 400,000

遠隔地交通費 214,640 遠隔地交通費 400,000

の 普及広報費 0 の 普及広報費 100,000

印刷費 0 印刷費 200,000

通信費 3,270 通信費 10,000

事務消耗品費 1,795 事務消耗品費 10,000

部 事務委託費 759,781 部 事務委託費 700,000

人件費 0 人件費 100,000

諸学会費 0 諸学会費 10,000

選管費 0 選管費 300,000

予 備 費／繰 越 金 6,175,393 予 備 費／繰 越 金 4,245,393

合 計 8,579,227 合 計 9,575,393
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事
務
局
だ
よ
り

事
務
局

［第

期
役
員
選
出
選
挙
に
つ
い
て
］

13本
学
会
の
現
第

期
役
員
会
（
理
事
・
監
事
）
は
、
平

12

成

年
３
月

日
を
も
っ
て
任
期
（
２
年
）
満
了
と
な
る

26

31

こ
と
か
ら
、
新
た
に
第

期
役
員
選
出
の
た
め
に
選
挙

13

を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
封
別
紙
（
「
役
員
改
選
選
挙
の

告
示
と
投
票
」
に
つ
い
て
）
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
学
会
創
設
以
来
、
守
り
続

け
て
い
る
民
主
的
運
営
の
美
風
を
堅
持
す
る
た
め
に
も
、

す
べ
て
の
会
員
に
よ
る
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
第

期
役
員

12

会
発
足
時
、
す
で
に
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
、
以
下
に

記
載
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
、
及
び
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

〈選
挙
管
理
委
員
会
〉

委

員

長
…
杉
浦
妙
子

委

員
…
柿
木
原
く
み

委

員
…
鈴
木
晴
彦

委

員
…
高
城
弘
一

委

員
…
亀
田
絵
理
香

委

員
…
山
本
ま
り
子

［
「選
挙
名
簿
」
に
つ
い
て
］

第

期
役
員
選
出
選
挙
に
あ
た
り
、
「
選
挙
名
簿
」
を

13

作
成
し
ま
す
。
本
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
方
は
、
平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
、
満

歳
未
満
の
会
員
で
す
。(

「
選
挙

68

管
理
規
程
」第
３
条
に
よ
る)

た
だ
し
、
当
選
後
の
資
格
審
査
の
関
係
上
、
平
成
23

年
度
よ
り
会
費
滞
納
（
住
所
不
明
含
む
）
の
方
は
、
上
記

年
齢
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
名
簿
に
は

登
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
選
挙
の
実
施
年
度
毎
に
『
会
員
名

簿
』
が
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
こ
れ
を
廃
止
し
、
今
回
は
「選
挙
名
簿
」（
満

歳
68

未
満
の
会
員
氏
名
と
所
属
の
み
を
記
載
）
を
発
行
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
従
前
ど
お
り
の
『
会
員
名
簿
』発
行
に

関
し
て
は
、
新
理
事
会
で
の
検
討
議
題
と
し
ま
す
。

［
平
成

年
度
大
会
開
催
時
期
変
更
の
お
知
ら
せ
］

26

す
で
に
昨
年

月
の
大
会
で
の
総
会
で
告
知
し
た
と

11

お
り
、
本
年
度
の
大
会
が
９
月
開
催
と
な
り
、
大
幅
な
変

更
と
な
り
ま
す
。
会
員
各
位
に
あ
っ
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
承
知
お
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
す
る
「
お
知
ら
せ
」
が
、
本
会
報
２
頁
の

国
内
局
欄
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
ご
覧

下
さ
い
。

［学
生
会
員
か
ら
一
般
会
員
へ
の
手
続
に
つ
い
て
］

学
会
で
は
、
学
生
会
員
の
「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
会
員
（
学
生
会
費
適
用

の
方
）
が
大
学
院
を
修
了
、
も
し
く
は
満
期
退
学
・
自
主

退
学
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
学
籍
を
失
っ
た
（
学
割
証

の
発
給
対
象
で
な
く
な
っ
た
）
時
点
で
、
学
生
会
員
資
格

を
、
一
旦
終
了
と
す
る
も
の
で
す
。
該
当
の
方
が
引
き
続

き
本
学
会
会
員
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
場
合
、
以
下
の
会

員
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

会
員
変
更
手
続
き
の
用
紙
が
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
の
「
入
会
申
込

書
」
を
選
択
し
、
「
会
員
変
更
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
会
事
務
局
へ
送
付
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
当
該
会
員
手
続
き
は
、
届
け
出
制
度
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
理
事
会
で
の
資
格
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
書
類
提
出
の
み
で
学
生
会
員
資
格
の
終
了
時

点
か
ら
自
動
的
に
一
般
会
員
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

今
春
に
学
生
会
員
資
格
を
失
う
方
は
、
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
送
付
先
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

〈
事
務
局
の
連
絡
先
〉

〒
１
６
６
―
８
５
３
２

東
京
都
杉
並
区
和
田
３
―
３
０
―
２
２

大
学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー
内

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

☎
：
０
３
（
５
３
０
７
）
１
１
７
５

:

０
３
（５
３
０
７
）
１
１
９
６

FAXメ
ー
ル
ア
ド
レ
スsh

o
gaku

@
un
ivco

o
p
.o
r.jp

※
電
話
で
の
応
答
は｢

大
学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー｣

と
な
り
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
学
会
担
当
者
：
井
手
富
士
雄

新
入
会
員
紹
介

事
務
局

〈
学
生
会
員
〉

久
住

真
之

筑
波
大
学
大
学
院
生

正
岡

知
晃

筑
波
大
学
大
学
院
生

※
平
成

年
５
月
～
同
年

月
に
申
請
さ
れ
た
方

25

11
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談

話

室

海
外
と
の
交
流

丸
山

果
織

十
月
、
長
い
空
の
旅
を
経
て
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
と
い
う
街
に
着
い
た
。
こ
の
街
は
京
都
に

似
て
い
る
。
低
く
緩
や
か
な
山
の
端
。
古
の
香
り

を
残
す
古
城
と
石
畳
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
ド
イ

ツ
で
最
も
古
い
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
が
建
つ
。
同

大
の
客
員
研
究
員
と
し
て
渡
独
し
、
笠
嶋
忠
幸

先
生
（
出
光
美
術
館
）
の
ご
講
義
と
調
査
の
お
手

伝
い
と
、
自
身
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
大
学
で

は
、
日
本
の
書
を
研
究
す
る
学
生
た
ち
と
出
会
っ

た
。
そ
の
中
に
、
以
前
日
本
で
私
を
訪
ね
て
く
れ

た
学
生
さ
ん
の
姿
も
あ
り
、
嬉
し
い
再
会
を
果
た

し
た
。
そ
し
て
、
刺
激
的
な
友
人
と
な
っ
た
。
遠
い

空
の
向
こ
う
の
仲
間
の
存
在
に
心
強
く
思
う
。
何

よ
り
も
海
外
の
人
た
ち
が
日
本
の
書
に
関
心
を

も
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
。
か
つ

て
、
新
し
い
書
を
追
い
求
め
た
戦
後
の
前
衛
書
家

た
ち
も
、
海
外
の
前
衛
芸
術
家
た
ち
と
交
流
し
、

勇
気
を
も
ら
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
墨
作
品
の
息
づ
く
町

松
尾

大
輔

今
夏
、
休
暇
を
利
用
し
て
長
野
善
光
寺
近
く

の
清
水
屋
旅
館
に
宿
泊
し
た
。
あ
る
作
品
を
見

る
こ
と
が
目
的
だ
。
長
野
市
大
門
町
の
清
水
屋

旅
館
は
善
光
寺
か
ら
南
に
真
っ
直
ぐ
の
び
た
中

央
通
り
沿
い
に
あ
る
。
一
六
〇
年
以
上
の
歴
史
の

あ
る
老
舗
だ
。
二
世
中
村
蘭
臺
（
一
八
九
二
～

一
九
六
九
）
の
作
品
が
飾
っ
て
あ
る
客
室
が
あ

る
。
二
世
蘭
臺
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九

月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
約
二
年
間
長

野
に
移
住
し
て
い
る
。
蘭
臺
三
十
一
歳
の
頃
で
あ

る
。
そ
の
頃
制
作
さ
れ
た
作
品
群
は
今
も
長
野

市
の
善
光
寺
周
辺
に
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

刻
字
の
扁
額
は
当
時
、
多
く
の
注
文
に
応
え
た

若
き
蘭
臺
の
情
熱
を
残
し
、
今
も
精
彩
を
放
っ
て

い
た
。
町
を
徘
徊
し
、
二
泊
の
休
暇
は
終
わ
っ
た
。

長
野
善
光
寺
周
辺
に
は
文
墨
の
文
化
土
壌
が
あ

り
、
歴
史
が
あ
り
、
今
な
お
多
く
の
作
品
が
眠
っ

て
い
る
。

社
会
人
を
経
て
の
博
士
後
期
課
程

川
内

佑
毅

二
〇
一
三
年
四
月
に
大
東
文
化
大
学
大
学

院
書
道
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
に
入
学
し
た
。

修
士
論
文
を
執
筆
し
た
際
、
自
身
の
研
究
力
の

無
さ
を
痛
感
し
一
旦
は
そ
の
道
を
離
れ
た
が
、

社
会
人
と
な
っ
て
会
社
員
を
経
て
、
書
道
講
師

や
教
室
を
開
い
て
生
活
す
る
中
で
、
研
究
に
対

す
る
思
い
が
悶
々
と
心
中
で
燻
っ
て
い
た
。
研
究

を
進
め
る
の
に
最
も
重
要
な
も
の
は
研
究
題
目
、

資
金
、
時
間
、
そ
し
て
そ
れ
を
形
に
で
き
る
環
境

な
ど
で
あ
ろ
う
。
あ
る
日
、
自
分
が
そ
れ
ら
の
条

件
を
満
た
す
事
の
で
き
る
立
場
に
い
る
こ
と
に
気

付
き
、
進
学
を
決
意
し
た
。

社
会
人
に
な
る
と
、
時
間
が
貴
重
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
間
を
自
己
実
現

に
使
え
る
こ
と
は
誠
に
贅
沢
で
あ
る
。
「
夢
は
時

間
を
裏
切
ら
な
い
、
時
間
も
夢
を
裏
切
ら
な

い
」
。
解
釈
は
人
夫
々
だ
が
、
私
は
自
分
の
思
い
描

く
研
究
の
実
現
に
向
け
て
時
間
を
費
や
す
中

で
、
励
志
の
言
葉
と
し
て
胸
に
置
い
て
い
る
。

拓
本
会
に
参
加
し
て

田
村

南
海
子

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
掃
苔
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
さ
れ
る
方
々
と
知
り
合
う
機
会
を
得
ま
し

た
。
ご
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
折
に
は
、
博

物
館
や
美
術
館
、
図
書
館
だ
け
で
は
な
く
、
道
端

や
墓
地
に
も
近
世
書
道
資
料
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
、
感
銘
を
受
け
た
も
の
で
す
。

最
近
は
自
分
で
も
ま
ね
る
よ
う
に
な
り
、
技
術
の

向
上
を
目
指
し
て
経
験
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
碑
は
風
雨
に
晒
さ
れ
て
い
る
場
合
も

多
い
た
め
、
保
存
状
況
が
芳
し
く
な
い
の
も
事
実

で
す
。
戦
火
や
震
災
を
乗
り
越
え
て
き
た
も
の

の
、
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
碑
を
見
る
と
、
初

心
者
な
が
ら
に
こ
の
作
業
を
継
続
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
拓
本
を

取
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
活
動
は
、
書

道
史
的
な
観
点
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
持
つ
も

の
で
す
。
今
後
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
行
き
た
い

と
願
う
次
第
で
す
。

編

集

後

記

◆
毎
号
、
若
手
会
員
を
中
心
に
談
話
室
の
原
稿

を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
号
で
も

四
名
の
方
に
ご
快
諾
い
た
だ
き
、
誠
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
次
号
以
降
も
、
お
声
掛
け
の
際
は
何

と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
。
（六
人
部
）

◆
今
号
で
会
報
委
員
と
し
て
ひ
と
ま
ず
の
役
目

を
終
え
ま
す
。
毎
回
形
に
な
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す

が
、
無
事
に
発
行
で
き
る
の
も
皆
様
の
お
力
添
え

あ
っ
て
の
こ
と
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。(

金
子)

◆
今
日
、
手
鑑
は
、
加
速
度
的
に
崩
さ
れ
る
（
解

体
さ
れ
る
）
の
が
現
状
で
あ
る
。
業
者
に
渡
っ
た

手
鑑
は
、
切
を
一
枚
ご
と
に
台
紙
か
ら
は
が
し
、

ま
た
は
台
紙
ご
と
切
り
刻
み
、
そ
れ
ぞ
れ
値
段

を
つ
け
て
販
売
す
る
の
で
あ
る
。
購
入
す
る
方

も
、
手
鑑
ま
る
ご
と
一
帖
だ
と
値
段
は
か
さ
む

し
、
必
ず
し
も
欲
し
く
な
い
切
も
含
ま
れ
る
の

で
、
こ
の
崩
し
は
歓
迎
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
し
か
し
、

手
鑑
内
の
切
の
配
列
や
所
収
状
況
は
わ
か
ら
な

く
な
り
、
伝
来
し
た
手
鑑
そ
の
も
の
の
重
み
が
逸

し
て
し
ま
う
の
は
残
念
で
な
ら
な
い
。
秋
季
大
会

に
お
い
て
開
陳
さ
れ
た
、
前
田
家
伝
来
の
手
鑑

『
は
ま
ち
ど
り
』
は
、
当
初
の
姿
を
残
し
、
貴
重
な

文
化
財
で
は
な
い
か
と
思
う
。(

髙
城)


